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乙女   文楽お と め ぶ ん ら く

第 8 回 公演
結成

五十周年
記念

2018 年5月3日 　｠  ・5月4日木・祝 金・祝
【開演】各日 11：00／15：00（開場：開演の 30分前）

■ 料金：前売 2800円  当日3300円

ひとみ座第１スタジオ（川崎市中原区）
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● 東急東横線「元住吉駅」東口より約10分
   【井田営業所行】【新城行】【蟹ヶ谷行】

● JR南武線「武蔵新城駅」南口より約15分
    【井田営業所行】 【井田病院行】【川崎駅西口行】 【元住吉行】

●JR南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」東口より約15分
   【井田営業所行】【蟹ヶ谷行】

会場アクセス

会場：ひとみ座第１スタジオ 神奈川県川崎市中原区井田 3-10 -31

＊ お車でのご来場はご遠慮ください。

＊ 車椅子でのご観劇は、
　 事前にお知らせください。
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通
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● 東急東横線  「日吉駅」より約10分 

● 東急東横線「元住吉駅」西口より25分　 

川崎
市営バス

タクシー

徒歩

 「井田営業所」下車徒歩1分

「
三
番
叟
」は
祝
儀
の
儀
礼
曲
で
、
古
く
か
ら

各
地
の
人
形
芝
居
や
神
楽
、
能
、
歌
舞
伎
な

ど
の
伝
統
芸
能
で
重
要
な
演
目
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
。
近
世
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
性
格
の
異
な

る
二
人
の
三
番
叟
が
登
場
す
る
。

ひとみ座乙女文楽

「
二
人
三
番
叟
」

に

に

ん

さ

ん

ば

そ

う

演
目
紹
介村

松
有
紀
、
前
島
千
尋 

（
三
日
十
一
時
・
四
日
十
五
時
）

安
藤
麻
衣
、
女
部
田
麻
緒

（
三
日
十
五
時
・
四
日
十
一
時
）

「
文
楽
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の「
無
形
文
化
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ
た
日
本

を
代
表
す
る
伝
統
人
形
芝
居
。
１
体
の
人
形
を
３
人
で
操
る
こ
と

で
、
感
情
や
し
ぐ
さ
を
繊
細
に
表
現
し
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
「
乙
女
文
楽
」
は
、
１
人
の
人
形
遣
い
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
ま
す
。
昭
和
初
期
に
文
楽
の
人
形
遣
い
五
世
桐
竹
門
造
ら
に

よ
っ
て
誕
生
し
、
１
人
で
遣
う
た
め
に
、
人
形
の
仕
組
み
と
操
り

方
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
ば
か
り
で
演

じ
ら
れ
る
華
や
か
な
舞
台
も
み
ど
こ
ろ
で
す
。

乙女文楽
とは？

創
始
者
桐
竹
門
造
の
直
弟
子
で
あ
る
故
・
桐

竹
智
恵
子
に
１
９
６
７
年
か
ら
教
え
を
受

け
、
翌
６
８
年
に
初
公
演
。
今
年
で
結
成
５０

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
国
内
は
も
と
よ

り
世
界
各
地
で
公
演
し
、
近
年
は
子
ど
も
向

け
の
教
室
の
開
催
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
智
恵
子

師
亡
き
後
は
２
０
１
０
年
よ
り
文
楽
の
桐
竹

■ 

配
役

「
奥
州
安
達
原
」
袖
萩
祭
文
の
段

お
う
し
ゅ
う
あ
だ
ち
が
は
ら

そ
で
は
ぎ
さ
い
も
ん

平
安
の
世
、
時
の
帝
の
弟
宮
が
何
者
か
に
誘
拐
さ
れ
、
宮
の
守
護
役
で

あ
る
平
傔
仗
は
、
責
任
を
問
わ
れ
窮
地
に
陥
っ
て
い
た
。
事
件
の
背
後

に
は
、
先
頃
朝
廷
に
滅
ぼ
さ
れ
た
奥
州
の
豪
族
、
安
倍
一
族
の
再
起
を

か
け
た
陰
謀
が
見
え
隠
れ
す
る
。

主
を
失
っ
た
宮
の
御
殿
で
、傔
仗
が
切
腹
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

娘
の
袖
萩
が
訪
ね
て
き
た
。か
つ
て
浪
人
者
と
恋
に
落
ち
て
勘
当
さ
れ
、

い
ま
は
夫
に
も
離
れ
盲
目
の
上
、
物
乞
い
同
然
の
女
芸
人
と
な
り
果
て

て
い
る
。
偶
然
父
の
窮
状
を
耳
に
し
て
、
幼
い
娘
を
連
れ
て
駆
け
付
け

つ
け
た
の
だ
。し
か
し
謹
厳
な
父
は
け
っ
し
て
娘
を
許
そ
う
と
し
な
い
。

そ
の
上
袖
萩
が
み
せ
た
書
状
か
ら
、
そ
の
夫
こ
そ
安
倍
一
族
の
棟
梁
で

宮
誘
拐
の
首
謀
者
、
安
倍
貞
任
と
知
れ
る
。
傔
仗
は
も
は
や
こ
れ
ま
で

と
切
腹
。
盲
目
の
袖
萩
も
、図
ら
ず
も
父
と
敵
対
す
る
身
の
上
を
悟
り
、

時
を
同
じ
く
し
て
刃
を
自
ら
に
突
き
立
て
た
。

そ
こ
へ
現
れ
た
の
は
、
宮
中
か
ら
の
使
者
桂
中
納
言
則
氏
。
傔
仗
と
袖

萩
の
姿
を
冷
や
や
か
に
見
降
ろ
す
の
だ
が
、
実
は
こ
の
男
こ
そ
安
倍
貞

任
だ
っ
た
・
・
・

奥
州
安
倍
氏
の
反
乱
を
雄
大
な
構
想
の
う
ち
に
サ
ス
ペ
ン
ス
仕
立
て
で

描
く
、
時
代
浄
瑠
璃
の
傑
作
。
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小
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義
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亀
野
直
美
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配
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東
京
芸
術
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場
シ
ア
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エ
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目
「
二
人
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お
知
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勘
十
郎
師
に
指
導
を
あ
お
い
で
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
の
女
性
演

技
者
で
す
。
今
回
は
、昨
年
に
引
き
続
き
「
奥

州
安
達
原
」
に
挑
戦
し
、
昨
年
の
上
演
場
面

に
、
新
た
に
後
半
部
分
を
加
え
、
初
め
て
通

し
て
公
演
し
ま
す
。
ま
た「
二
人
三
番
叟
」は
、

初
舞
台
の
新
人
を
加
え
た
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト

で
お
届
け
し
ま
す
。
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